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　＜第 7回研究会＞

文化財の貿易データを用いた
新しい文化圏分類の構築と検証

高良　佑樹

1．はじめに

　本研究では文化財，特に音楽の貿易データ 1)を
用いて各国を幾つかのクラスに分類し，新たな文
化圏分類を構築する手法を提案する。またこれに
よって得られた各クラス間での貿易の傾向を分析
し，各クラス間の関係性が貿易に与える影響につ
いての検証を行う。
　文化財の貿易に関する実証分析では文化圏分類
は重要な意味を持つ。音楽の貿易を例にとると，
各国のもつ伝統的な音楽の特徴別に国を 10種類
のクラスに分類した Lomax（1959）の分類結果 2)

を用いて，二国間における音楽の貿易取引は，二
国間の距離などの通常の貿易に関する実証分析に
用いられる要因に加えて，「二国の持つ伝統的な
音楽が共通する文化的特徴を保有するか否か」と
いう観点から測られた文化的類似性によっても
説明されることが明らかにされている（Takara, 

2018）。
　しかし，このような伝統的な音楽の持つ特徴に
よる分類は近年消費されている音楽の特徴を捉え
きれていないという指摘がある。例えば Trehub 

（2015）では音楽のもつ特徴は時間，文化間を通
じて収束していると指摘している。
　この点を考慮し，本研究では伝統的な音楽の特

徴のみに着目するのではなく，近年貿易取引され
た音楽の量に基づいた新しい文化圏分類を構築す
る手法を提案する。具体的には文化的類似性を観
測されない異質性と捉え，交差固定効果という形
式でモデルに取り込み，他の条件をコントロール
した上での文化的類似性が貿易に与える影響をベ
クトルの形式で推定する。この推定値を用いてク
ラスタリングを行い，各国を幾つかの文化圏クラ
スに分類し，既存研究の分類との比較を行った上
でクラス間の関係性が貿易に与える影響について
の考察を行う。

2．推定モデル

　推定には標本選別モデル（Heckman, 1979）を
ベースとし，これに通常用いられる加法的固定効
果項に加え，交差固定効果項を加えたモデルを用
いる。推定モデルは以下のように書くことができ
る。

,　(1)

,　(2)
.　　　　(3)

1）UNESCO（2016）によると，2003年から 2014年の期間
について，宝飾類を除くと音楽が最も多く貿易が行われた
文化財となっている。そのため我々は音楽の貿易データを
文化財の代表として取り上げ，分析を行った。
2）具 体 的 に は American Indian, African, Australian, 
Eurasian, Melanesian, Malayan, Modern European, Old 
European, Polynesian, Pygmoid の 10 種類のクラスに分類し
ている。
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(1)式は選別方程式，(2)式は結果方程式，(3)式
は観測ルールをそれぞれ表している。ただし (3)

式における は条件が満たされた場合に 1の値
をとる指示関数である。インデックス iは輸入国，
jは輸出国をそれぞれ表す。 と は潜在変数
を表し，観測ルール が満たされた場合
貿易量 が観測される。 と は各式におけ
る観測される説明変数のベクトルを表し， と
は加法的な固定効果を表す 3)。 と はそ

れぞれ の輸入国 /輸出国特有の交差固定効
果ベクトルを表し， と はそれぞれ各式にお
ける誤差項を表す。説明変数には言語一致ダミー，
宗教類似度，国境ダミー，二国間の距離，植民地
関係ダミー，音楽文化圏一致ダミー，大衆文化圏
一致ダミーを用いている。音楽の貿易量は CDの
貿易量（HS8524.32）を用いて測定している。分
析は 187カ国を対象とし，2000年から 2006年ま
での CDの取引量の年平均を用いている。用いて
いるデータや推定に関連する除外変数制約などの
扱いは Takara（2018）を参考にしている。交差固
定効果の推定方法については Bai（2009）と Chen

（2016）をベースとしている。本稿では (2)式の

結果方程式の結果に注目して議論を行う。
　推定に際して交差固定効果ベクトルの次元数
を指定する必要がある。 から まで
の各推定結果をまとめたものが表 1である。ベン
チマークとなる Takara（2018）の結果と比較する
と，値の大きさは若干異なる箇所が見られるもの
の，推定値の符号などの傾向は整合的であること
が確認できる。次に次元数を増加させた場合の交
差固定効果項の累積寄与率 4)を確認したところ，

のときに約 95%， のときには約
98%となっており，ここから今回は に設
定して分析を行うものとした。

3．クラスタリング

　次に推定によって得られた交差固定効果ベク
トルの値を用いてクラスタリングを行う。交差
固定効果ベクトルは の次元を持つ。例え
ば の場合，日本を例にとると輸入国特有
のベクトル と輸出国特有のベクトル

はそれぞれ

表 1　係数の推定結果

3）通常の貿易の分析においては加法的な固定効果は GDP 
や人口，物価などの要因をコントロールする（Helpman et 
al., 2008）。

4）交差固定効果項の推定には主成分分析の手法を用いて
いるため，次元数別に累積寄与率を見ることで観測されな
い異質性をどこまで説明しているかを判断することができ
る。

Variables R=1 R=2 R=3 R=4 R=5 Takara (2018)

LANGUAGE 0.973 1.000 1.043 0.943 0.911 0.831

(0.091) (0.092) (0.091) (0.091) (0.092) (0.248)

RELIGION 0.422 0.497 0.875 0.782 0.960 0.333

(0.153) (0.154) (0.150) (0.148) (0.150) (0.206)

BORDER 0.553 0.529 0.528 0.709 0.920 0.962

(0.146) (0.149) (0.146) (0.142) (0.148) (0.203)

DISTANCE -1.441 -1.439 -1.436 -1.290 -1.222 -1.167

(0.037) (0.037) (0.037) (0.037) (0.037) (0.340)

COLONY 1.713 1.721 1.700 1.773 1.824 0.976

(0.166) (0.162) (0.157) (0.152) (0.146) (0.316)

CULTURE2 0.709 0.673 0.520 0.639 0.492 0.585

(0.092) (0.092) (0.089) (0.089) (0.089) (0.181)

ρ 0.177 0.156 0.202 0.202 0.279 -

(0.035) (0.040) (0.057) (0.072) (0.104) -

σ 2.286 2.181 2.067 1.990 1.914 -

(0.021) (0.021) (0.020) (0.020) (0.020) -

The number of factors
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という形式で推定値が得られる。推定の結果この
ようなベクトルが 187カ国についてそれぞれ得ら
れる。これらのベクトルは観測される説明変数，
もしくは加法的な固定効果で捉え切れていない輸
入国 /輸出国の特徴をそれぞれ表しているものと
解釈し，似た値の特徴を持つ国々を同一のクラス
に分類する。

　クラス分類には k平均法を用いた 5)。k平均法
ではデータの特徴からサンプルを k個のクラスに
分類するが，クラス数 kは事前にこちらで指定す
る必要がある。本研究ではクラス数 kを 3に設指
定した場合から 8で指定した場合までの各パター
ンで分類を行った。本稿では特に と
の分類結果を用いて議論を行う。
　 で分類を行った結果が以下の図 1と図 2

である。図 1は の値を，図 2は の値で
行ったクラスタリングの結果を表している。以降

図 2　 を用いたクラス分類（k=3）

図 1　 を用いたクラス分類（k=3）

5) 実証分析を行っている幾つかの近年の経済学の研究で
もこのようなクラス分類の手法が用いられている（例えば 
Su and Ju, 2018，Bonhomme and Manresa, 2015など）
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に関しては図中 0.00-0.00，0.00-1.00，1.00-2.00

の順番にそれぞれクラス 1，クラス 2，クラス 3

と呼び， に関しても同様にそれぞれクラス a，
クラス b，クラス cと呼ぶこととする。図に注目
すると，細かい違いはあるものの，各国の持つ音
楽市場の大きさによって大まかに以下の 3つのク
ラスに分類されていることがわかる。
• 比較的大きな音楽市場を持つ国によって構成さ
れるクラス（クラス 2, a）

• それほど大きくない音楽市場を持つ国によって
構成されるクラス（クラス 1, b）

• あまり音楽の取引が行われていない国々によっ
て構成されるクラス（クラス 3, c）
一方，この分類結果を Lomax（1959）の分類と
比較してみると，Eurasian， Modern European，Old 

Europeanに属する国々は同一のクラスに，African

に属する国々も別の同一のクラスに分類されてい
ることがわかる。このことから今回得られた分類
結果は伝統的な音楽のもつ特徴を捉えたものだと
解釈することもできる。この点に関してはクラス
数を に増やした場合の結果と比較しながら
議論を行う。
　次にクラス間での平均的な貿易取引量と，交差
固定効果項の与える影響について見ていく。各
クラス間での貿易量と交差固定効果項の平均値
をまとめたものが表 2である。左端の列「Class」
はクラスのペアを表しており，例えば「imp=1, 

exp=a」であればクラス 1に属する国々とクラス
aに属する国々についての平均値であることを表
している。「Trade（log）」の列は各クラス間での
貿易量の平均値を，右端の列「Interactive Terms」
は交差固定効果項 の平均値をそれぞれ表

している。表から見て取れるように，比較的大き
な音楽市場をもつ国々（クラス 2, a）では平均的
に多く貿易が行われており，そのような国同士で
は の値は大きな正の値をとっている。つ
まり，他の条件を一定とした場合，クラス 2とク
ラス aの間ではより貿易が多く行われる傾向にあ
ることがわかる。一方でクラス 2とクラス b，ク
ラス 1とクラス aに注目すると，平均的に多く
貿易を行っているものの の値は負の値を
とっている。これらのペアは比較的大きな音楽市
場をもつ国々とそれほど大きくない音楽市場をも
つ国々との貿易を表しており，そのようなペアに
関しては他の条件を一定とした場合，貿易量は抑
えられる傾向にあることがわかる。
　次にクラス数を 8に増やした場合の分類結果を
見ていく。 で分類を行った結果が以下の図
3と図 4である。図 3が の値を，図 4が の
値で行ったクラスタリングの結果を表しており，
先程と同様に に関しては順番にクラス 1から
8， に関しても同様にそれぞれクラス aから h

をそれぞれのクラス名とする。図に注目しながら
の分類結果と比較すると次の二点が主な特

徴として見られる。
• クラス数を増やした場合においても比較的大き
な音楽市場をもつ国々は同一のクラスに分類さ
れる（クラス 2，8，c，e）

• クラス数が増えるに従って，あまり大きな音楽
市場を持たない国々が細かく分類される
　クラス数を増やしたにもかかわらず にお
いてクラス 2，クラス aに分類された国々は同一
のクラスに分類されている 6)ことから，伝統的な
音楽の特徴による分類に準じていると解釈するよ
りは，大きな音楽市場をもつ国々によって新たな
文化圏が構築されており，そのまとまりを今回得
られた分類結果は捉えていると解釈するほうが自
然であると考えられる。
　 のケースで各クラス間での貿易量と交
差固定効果項の平均値をまとめたものが表 3で

Class Trade (log) Interactive Terms

imp=1, exp=a 8.86 -0.74

imp=1, exp=b 6.49 -0.25

imp=1, exp=c 3.77 0.66

imp=2, exp=a 12.99 4.19

imp=2, exp=b 9.24 -0.84

imp=2, exp=c 5.41 -1.96

imp=3, exp=a 6.85 -2.40

imp=3, exp=b 4.54 1.03

imp=3, exp=c 2.89 0.69

表 2　クラス間の貿易量と交差固定効果項の平均値（k=3）

6）クラス数 を増やして分類結果の確認を行った過程に
おいて，どのクラス数を指定した場合でも同様の傾向が確
認された。
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ある。 のケースではすべてのペアの組み合
わせが 64通りと多くなってしまうため，表 3で
は貿易量の平均値の値でソートし，多いものか
ら 5つを並べている。表から見て取れるように，

のケースと同様に比較的大きな音楽市場を
もつ国々間では貿易が多く行われており，交差固
定効果項 の値も正の値をとっている。こ

こから，「大きな市場をもつ国々がある文化圏を
構築している」ことと，「そのような文化圏に属
する国の間では貿易はより活発に行われる傾向が
あり，交差固定効果項はそのような効果を捉えて
いる」ことが推察される。
　次に，大きな市場をもつ国々が同一のクラスに
分類されることの頑健性を確認するために，クラ
ス 2，8，c，eのいずれかに属する国のみから構
成されるサブサンプルを用いて同様の での
クラスタリングを行った。図 5が の値を，図
6が の値を用いて行ったクラスタリングの結
果を表している。図から明らかに見て取れるよう
に，サブサンプルの中で比較的大きな音楽市場を

表 3　クラス間の貿易量と交差固定効果項の平均値（k=8）

Class Trade (log) Interactive Terms

imp=2, exp=c 13.45 5.44

imp=8, exp=c 11.16 1.38

imp=2, exp=e 10.09 0.80

imp=1, exp=c 9.42 -1.04

imp=5, exp=c 9.03 -0.46

図 4　 を用いたクラス分類（k=8）

図 3　 を用いたクラス分類（k=8）
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もつ国々はこれまでと同様に同一のクラス（クラ
ス 1，b，f）に分類されている。
　表 4ではサブサンプルを用いた場合での各クラ
ス間の貿易量と交差固定効果項の平均値をまとめ
ている。こちらもフルサンプルのケースと同様に
比較的大きな音楽市場をもつ国々間では貿易が多

く行われる傾向があり，交差固定効果項
の値も正の値をもつ傾向にあることがわかる。
　以上の結果から，比較的大きな市場をもつ国々
によって文化圏が構築されており，その国々の間
では貿易はより多く行われる傾向にあるという推
察が，ある程度妥当なものであることが示唆され
る。本研究ではこのような比較的大きな市場をも
つ国々によって「ポピュラー音楽圏」という文化
圏が構成されているという仮説を提唱する。す
なわち，幾つかの大きな音楽市場をもつ国々で
は伝統的な音楽ではなく，いわゆる「ポピュラー
音楽」の形式をもつ音楽がより多く消費されてお

図 6　 を用いたクラス分類 （k=8，サブサンプル）

図 5　 を用いたクラス分類 （k=8，サブサンプル）

Class Trade (log) Interactive Terms

imp=1, exp=f 13.79 4.05

imp=1, exp=b 11.28 1.63

imp=4, exp=f 11.27 -0.20

imp=2, exp=f 11.06 -1.88

imp=5, exp=f 10.77 -0.53

表 4　各クラス間の貿易量と交差固定効果項の平均値 
（k=8，サブサンプル）　　　　　　　　　
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り，そのような国々が伝統的な音楽の特徴による
分類とは異なる，新たな文化圏を構成していると
仮説では主張する。どのようなジャンルの音楽が
実際に取引されたかに関する網羅的なデータはな
いものの，例えば Recording Industry Association of 

America (RIAA)によると，サンプリング期間にお
ける米国のジャンル別音楽市場シェアではポピュ
ラー音楽に該当するジャンルが最も大きいシェ
アを持っていることが報告されている（RIAA, 

2008）。
　交差固定効果項の値を見ると，ポピュラー音楽
圏に属する国々は，他の条件を一定とした場合に
同一の形式をもつポピュラー音楽を生産している
国々との貿易量は増え，そうでない国々との貿易
は減る傾向にあることが伺える。これは既存研究
における文化圏の一致が貿易を促進するという結
果とも整合的であり，伝統的な分類とは異なる新
たな文化圏分類が構成されていることを示唆する
結果である。しかし現分析段階では検証が終えて
おらず仮説の段階であるため，別のデータなどを
用いて検証する必要がある。

4．おわりに

　本研究では観測されない文化的関係性を交差固
定効果の形式でモデルに導入し推定を行った。さ
らにこの推定値を用いてクラスタリングを行い，
各国を幾つかのクラスに分類し，傾向を確認した。
分類の結果は伝統的な音楽の特徴を用いて構成さ
れた既存の文化圏分類と一部重なる部分も見られ
たが，クラス数やサンプルを変更した場合でも大
きな音楽市場をもつ国が一貫して同一のクラスに
分類されることから，近年の音楽の消費傾向が似
た国によって新たな文化圏が構成されている可能
性を示唆する結果が得られたと解釈した。またこ
のクラスに属する国同士での交易では他の条件を
一定とした場合でも平均的に多く貿易を行う傾向
があることが交差固定効果項の推定値から推察さ
れ，文化的特徴を共有していることが貿易を促進
するという既存研究の結果と整合的なものとなっ
ている。

　一方で幾つかの課題も残されている。第一に交
差固定効果項を用いることの妥当性の確認が挙げ
られる。本研究では交差固定効果項を新たにモデ
ルに導入し 7)，既存の研究で説明されていない観
測されない異質性をコントロールしているが，こ
のような項を追加した場合にどれほど推定の効率
が上がったかを検証する必要がある。第二に分類
の解釈の問題が挙げられる。今回の分析では観測
されない異質性を用いて国を分類した場合，大き
な音楽市場をもつ国が同一のクラスに分類され
ることが明らかになったものの，ここから大きな
音楽市場をもつ国が文化をシェアしていると結論
づけるためにはさらなる検証が必要である。また
分類を細かく行った場合に小さな音楽市場をもつ
国々がより細かく分類される傾向にある点につい
ても検証を行う必要がある。主にこれら二点を次
なる研究課題とし，引き続き分析と検証を行う。
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